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(57)【要約】
　本発明は、特にフレキソ印刷用の印刷画像構造（２０
）を受容するための基体（１０）に関する。基体（１０
）は、筒状部材（１０．１）と、外側キャリア層（１０
．３）を保持するために筒状部材（１０．１）上に施与
された弾性層（１０．２）と、外側キャリア層（１０．
３）とを備える。外側キャリア層（１０．３）は、前記
印刷画像構造（２０）が施与可能なように構成される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　　特にフレキソ印刷用の印刷画像構造（２０）を受容するための基体（１０）であって
、
　筒状部材（１０．１）と、
　外側キャリア層（１０．３）を保持するために前記筒状部材（１０．１）上に施与され
た弾性層（１０．２）と、
　前記外側キャリア層（１０．３）とを備え、
　前記外側キャリア層（１０．３）は、前記印刷画像構造（２０）が施与可能なように構
成される、基体（１０）。
【請求項２】
　前記キャリア層（１０．３）は、印刷画像構造（２０）が、製造方法、特に印刷型機械
（５０）を用いた３Ｄ印刷方法によって施与可能であるように構成されることを特徴とす
る、請求項１に記載の基体（１０）。
【請求項３】
　前記キャリア層（１０．３）は、プラスチック、特にポリエステル、ポリウレタンおよ
び／またはＰＥＴからの硬質層として構成されることを特徴とする、請求項１または２に
記載の基体（１０）。
【請求項４】
　前記弾性層（１０．２）は、発泡材料、特にポリウレタン、ポリプロピレン、ポリエチ
レン、ポリスチレン、ＰＥＴおよび／またはバイオポリマーを含むことを特徴とする、請
求項１から３のいずれか一項に記載の基体（１０）。
【請求項５】
　前記筒状部材（１０．１）は、ガラス繊維強化プラスチックまたは炭素繊維強化プラス
チックから構成されることを特徴とする、請求項１から４のいずれか一項に記載の基体（
１０）。
【請求項６】
　前記弾性層（１０．２）は、片面または両面接着テープとして構成され、および／また
は片面または両面接着材料（１０．４）を含むことを特徴とする、請求項１から５のいず
れか一項に記載の基体（１０）。
【請求項７】
　前記弾性層（１０．２）の取り付けのための第１の接着層（１０．５ａ）および／また
はキャリア層（１０．３）の取り付けのための第２の接着層（１０．５ｂ）が設けられ、
特に前記第１の接着層（１０．５ａ）および前記第２の接着層（１０．５ｂ）は、両面粘
着テープとして構成されることを特徴とする、請求項１から６のいずれか一項に記載の基
体（１０）。
【請求項８】
　前記基体（１０）は、特に印刷機械（４０）および／または印刷型機械（５０）とのデ
ータ交換のためのデータ転送のための通信ユニット（３０．１）を備えた情報デバイス（
３０）を備えることを特徴とする、請求項１から７のいずれか一項に記載の基体（１０）
。
【請求項９】
　前記通信ユニット（３０．１）は、ＲＦＩＤ、ＮＦＣおよび／またはＢｌｕｅｔｏｏｔ
ｈ（登録商標）規格による非接触データ転送に適することを特徴とする、請求項１から８
のいずれか一項に記載の基体（１０）。
【請求項１０】
　前記基体（１０）は、不揮発性メモリユニット（３０．２）を備え、前記不揮発性メモ
リユニット（３０．２）は、特に、前記印刷機械（４０）での前記基体（１０）の個別識
別のための識別コードを含むことを特徴とする、請求項１から９のいずれか一項に記載の
基体（１０）。
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【請求項１１】
　前記基体（１０）は、不揮発性メモリユニット（３０．２）を備え、前記不揮発性メモ
リユニット（３０．２）は、前記印刷画像に関する情報、特に前記製造方法および／また
は前記印刷型機械（５０）のための生産情報を有するデジタルデータを含むことを特徴と
する、請求項１から１０のいずれか一項に記載の基体（１０）。
【請求項１２】
　前記弾性層（１０．２）の厚さは、０．１ｍｍから２ｍｍ、特に０．５ｍｍから１ｍｍ
であり、および／または前記キャリア層（１０．３）の厚さは、１００μｍから１０００
μｍ、特に主に３００μｍであることを特徴とする、請求項１から１１のいずれか一項に
記載の基体（１０）。
【請求項１３】
　特にフレキソ印刷用の印刷画像構造（２０）を受容するための基体（１０）の製造方法
（１００）であって、
　弾性層（１０．２）は、筒状部材（１０．１）に施与され、
　外側キャリア層（１０．３）は、前記弾性層（１０．２）に施与され、
　前記外側キャリア層（１０．３）は、前記印刷画像構造（２０）が、特に３Ｄ印刷方法
によって施与可能であるように構成される、方法（１００）。
【請求項１４】
　請求項１から１２のいずれか一項に記載の基体（１０）が使用されることを特徴とする
、請求項１３に記載の方法（１００）。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、請求項１に記載の印刷画像構造を受容するための基体に関する。さらに、本
発明は、請求項１３に記載の基体の製造方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　印刷業界では、印刷画像としてのモチーフをインプリント材料、例えば紙またはフィル
ムに転写するための様々な印刷方法が知られている。それにより、いわゆるフレキソ印刷
が、印刷の一可能性であり、この場合印刷ブロックの上昇した位置が画像を支持する。印
刷型として、例えば、印刷画像を含み、印刷画像構造を介して印刷画像を転写することが
できるクリシェが、使用される。それにより、通常、クリシェは、印刷シリンダ、筒状部
材またはスリーブのような基体に接合される。クリシェは、例えば、フォトポリマーなど
の印刷画像層に施与されるキャリアフィルムまたは層を含む。これにより、例えば、フォ
トポリマーまたは印刷画像層への暴露によるレリーフの寄与によって印刷画像構造を生成
することができる（フォトポリマーが、これによって印刷画像構造を構成する）。（キャ
リア層および印刷画像構造から構成された）得られた印刷型は、その後、特に接着テープ
を用いて、筒状部材または基体に接合される。
【０００３】
　それにより、既知の基体には、印刷型の大量生産および基体への施与が必要であるとい
う欠点が判明した。印刷画像構造の生成とそれに続く印刷画像構造の筒状部材または基体
への配置が別々の作業プロセスであるため、印刷プロセスにおける印刷画像の調整は非常
に広範囲である。通常、既知の基体は、印刷プロセスにおける印刷画像の制限された広範
な調整のみを可能にする。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　したがって、本発明の目的は、前述の欠点を少なくとも部分的に回避することである。
特に、印刷画像構造の受け入れおよび印刷型の構成のための基体が提案されており、これ
は、印刷プロセス、特にフレキソ印刷のための、より迅速で、安価で、より柔軟な使用に
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適している。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　前述の目的は、請求項１の特徴を有する基体および請求項１３の特徴を有する方法によ
って解決される。本発明のさらなる特徴および詳細は、それぞれの従属請求項、明細書お
よび図面から得られる。これにより、本発明に係る基体に関連して記載された特徴および
詳細は、当然ながら、本発明に係る方法に関連して適用され、逆もまた同様であり、それ
により、本発明の個別の態様の開示に従って、これは、常に相互に関連することができる
。
【０００６】
　本発明に係る基体は、特にフレキソ印刷用の印刷画像構造の受け入れに役立つ。基体は
、好ましくはマンドレルに押し付けられるのに適した筒状部材、特にスリーブを含む。筒
状部材上には、外側キャリア層を保持する役割を果たす弾性層が施与される。さらに、基
体は外側キャリア層を含み、キャリア層は印刷画像構造が施与可能であるように構成され
る。これによって、基体は、印刷画像構造、特に印刷画像構造を有する印刷画像層を受け
入れるためのキャリア層を既に含むという利点が達成される。これにより、キャリア層と
印刷画像層とを含む印刷型（またはクリシェ）の別個の製造を免れることが特に可能であ
る。印刷画像構造のみを施与することによって、印刷型は、例えば、印刷プロセスにおい
て基体にまたは基体上に直接構成することができる。これは、キャリア層が既に基体に設
けられており、したがって施与可能な印刷画像構造（例えば、印刷画像層）と共に印刷型
を構成するという事実によって達成される。印刷画像構造の生成および基体における配置
は、必要であれば、単一の処理ステップとして本発明に係る基体の構成によって行われ得
る。このことは、印刷画像または印刷画像構造を柔軟に、迅速かつ個別に基体のキャリア
層に対して施与または調整することができるので、特に、印刷型の別個の製造およびその
後の基体上の施与と比較して、大きな利点を提供する。基体は、その後、さらなる印刷プ
ロセスのために直ちに使用することができる。
【０００７】
　さらに、基体の印刷型は印刷機械で直接製造されることが可能であり、印刷プロセスが
さらに加速され、コストの低減が可能である。これは、通常の印刷プロセスが広く変化し
ないままであり、したがって、本発明に係る基体の使用のための重要な調整は必要ないの
で、とりわけ可能である。例えば、印刷画像構造を基体に直接施与する印刷型機械を使用
することが、印刷型の製造には十分である。さらに、例えば、印刷画像構造の施与を行う
ことができ、および／または、例えば材料が印刷画像機械によって変更、施与および／ま
たは除去されるように、既存の印刷画像構造または印刷画像層を調整することができる。
例えば、印刷画像機械は、さらに、付加製造方法（例えば、３Ｄ印刷、電子ビーム溶融、
レーザ溶融、ステレオリソグラフィ、選択的レーザ溶融、焼結、レーザ焼結など）および
／または減法的製造方法（例えば、除去、レーザ剥離、熱分離、電子ビーム分離）および
／または彫刻（レーザ彫刻）および／または形成プロセスの実行に適することができる。
【０００８】
　さらにキャリア層は、好ましくは、付加製造方法、特に３Ｄ印刷、減法的製造法、特に
レーザ除去、彫刻、特にレーザ彫刻および／または変形の実施のための、またそれによっ
て製造された印刷画像構造の施与または受け入れのための素地または下地として適するよ
うに構成することができる。したがって、例えば、キャリア層は、粗面化された表面、お
よび製造プロセスに合わせて調整された耐熱性、融点および／または安定性を含む。これ
により、キャリア層の抵抗が、高温のような印刷画像構造の施与中の条件に耐えるために
増大される。
【０００９】
　さらに、本発明の範囲内で、キャリア層が、印刷画像構造が製造方法、特に印刷型機械
を用いた３Ｄ印刷方法によって施与可能であるように構成されている場合に有利である。
これにより、印刷機械は、例えば、３Ｄプリンタおよび／またはデジタル製作機として構
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成することができる。このような装置は、例えば、デジタルＣＡＤ（Ｃｏｍｐｕｔｅｒ　
Ａｉｄｅｄ　Ｄｅｓｉｇｎ）データに基づいて有形の三次元オブジェクトを生成すること
ができる。したがって、データは、例えばＳＴＬ（Ｓｕｒｆａｃｅ　Ｔｅｓｓｅｌｌａｔ
ｉｏｎ　Ｌａｎｇｕａｇｅ）形式または他のデータ形式で存在する印刷画像構造用のテン
プレートを提供する。それにより、印刷機械は、例えば、印刷画像構造の層状組成などに
よって、加法的および／または減法的製造方法によって、例えば被写体または印刷画像構
造を生成することができる。これにより、印刷画像構造のコスト効率の良い柔軟な生産が
可能となる。
【００１０】
　さらに、印刷形成機械は、例えばレーザ溶融、建材の層ごとの硬化および／またはレー
ザ切断のためのレーザおよび／または（ＵＶ）光源を含むことが可能であり、このキャリ
ア層は、印刷形成機械の製造プロセス（例えば、溶融プロセス）のための素地としての役
割を果たすのに適する。製造工程中の高温に耐えるために、キャリア層は、例えば５０℃
、１００℃、２００℃および／または３００℃までの耐熱性を有する。それによって、こ
の製造方法は、特に、連続的な材料（構成材料）を付加して堆積させる付加製造方法であ
り、この製造方法により、例えば材料の損失が少ないことにより、柔軟性が高められ、コ
ストが低減され得る。
【００１１】
　さらに、キャリア層は、プラスチック、特にポリエステル、ポリウレタンおよび／また
はＰＥＴ（ポリエチレンテレフタレート）から剛性層を構成することが可能である。それ
によって、ポリエステルの使用により、印刷画像構造の適用のための良好な形状安定性が
利点である。ポリウレタンは非常に高い引張強さを有し、ＰＥＴは高温でも良好な形状安
定性および破壊強度を含む。摂氏２５０度から摂氏２６０度のＰＥＴの融点は、３Ｄ印刷
方法または同様の高温製造方法にさらに適している。さらに好ましくは、キャリア層は、
摂氏３００度以上の融点を有するプラスチックから構成することができる。それにより、
印刷画像構造の施与中のキャリア層の損傷が防止される。
【００１２】
　それによって、キャリア層は、弾性層よりも高い硬度を有し、したがってより低い弾性
および例えばより高い強度（例えば、圧力、圧縮および／または曲げ強度）を有する。同
様に、キャリア層がコーティングを含み、コーティングは、例えば、キャリア層の内側材
料よりも高い強度および／または硬度を有することも可能である。さらに、キャリア層は
、例えば、少なくとも一方の面が可撓性、弾性および／または接着性の外層を含むことが
できる。同様に、印刷画像構造が構成されている外側層は、特に、施与された印刷画像構
造の簡単な溶解（剥離）が可能なように構成することができる。これは、キャリア層の構
成によって調整された力の影響がある間、接着破壊によって可能になる。これにより、印
刷画像構造の信頼性の高い施与が可能となる。さらに、キャリア層は、高い表面エネルギ
ーを有するプラスチックから構成されている場合には、印刷画像構造の接着を構成するの
に特に適し得る。
【００１３】
　好ましくは、本発明の範囲内で、弾性層は、発泡材料、特にポリウレタン、ポリプロピ
レン、ポリエチレン、ポリスチレン、ＰＥＴおよび／またはバイオポリマーから構成され
得る。さらに、弾性層は、ポリマー、ゴムおよび／またはプラスチックテープから少なく
とも部分的に構成することが可能である。同様に、キャリア層に関して以前に説明したの
と同様の利点が得られる。特に、プラスチックが高引張強度を有し、形状安定性を有する
場合、ＰＥＴ、ポリウレタン、またはそのようなものなどのプラスチックの使用により、
弾性層の損傷が回避され得る。ＰＥＴはさらに高い融点を含み、高温による損傷が回避さ
れる。特に、ポリウレタンからのエラストマーは、弾性特性および高い引張強度により、
弾性層の構成に適している。さらなるポリプロピレンは、特に高い剛性、硬度および安定
性を有し、弾性層用の発泡材料の製造に特に適している。同様に、ポリエチレン、ポリス
チレンおよびバイオポリマーは、発泡材料の製造に非常に優れており、さらに低い水分摂
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取量、良好な耐熱性および高い靭性を有する。
【００１４】
　さらに、弾性層は圧縮可能に構成することができ、ハーフトーン印刷に特に適している
。弾性および圧縮可能な層として、本発明に係る基体の弾性層は変形し、いわゆるドット
ゲインおよびこれに関連した印刷品質の低下が低減され得る。ドットゲインは、それによ
って、印刷点が弾性的に広がるので、印刷プロセス中に望ましくない影響をもたらす。ド
ットゲインを減少させるためには、例えば、弾性層がキャリア層よりも小さい圧縮率を代
替的に含むことにより、外側キャリア層が弾性層よりも高い弾性を含むようにすることが
できる。
【００１５】
　本発明の範囲内の他の可能性において、筒状部材は、ガラス繊維強化プラスチックまた
は炭素繊維強化プラスチックから構成されることが、意図され得る。これにより、筒状部
材は、高い耐性および強度のような特定の利点を有する。さらに、筒状部材は、エポキシ
樹脂、（例えば、ガラス繊維布で強化された）ポリエステル樹脂、エラストマー複合材料
または他のポリマーから構成することが可能である。こうして、筒状部材の弾性確率をう
まく調整することができる。さらに、筒状部材は、例えばゴムまたはポリウレタンのよう
なエラストマー複合材料でコーティングすることができる。筒状部材の壁厚は、したがっ
て、例えば、０．１５ｍｍから３ｍｍ、特に０．５ｍｍから２ｍｍとすることができる。
筒状部材は、印刷プロセスの範囲内でマンドレルに施与されなければならず、ここで筒状
部材は、例えば、押し出して除去するために空気圧が当てられるため、空気圧による広が
りに適し、十分な柔軟性を有することができる。例えば、筒状部材は、例えば６から１２
バールの空気圧で広げるのに適している。これを押すことは、筒状部材がその内層上に可
撓性層を含む場合、さらに有利である。これにより、マンドレルへの簡単な取り付けが可
能になる。
【００１６】
　さらに、弾性層が片面または両面接着テープおよび／または片面または両面接着材料と
して構成されることが、本発明の範囲内において意図され得る。筒状部材におけるキャリ
ア層および／または配置を保持するために、弾性層は、好ましくは接着テープおよび／ま
たは接着材料として構成することができる。あるいは、弾性層は、例えば磁化物体および
特に強磁性物体のような、さらなる保持または固定手段を含むことができる。それにより
、締付けは磁化によって生じ得る。固い接着を達成するために、弾性層は、例えば主に０
．１ｍｍの厚さを含むことができ、柔らかい接着を可能にするために、弾性層は、例えば
主に０．２ｍｍから１ｍｍの厚さを含むことができる。こうして記載された接着方法（硬
質または軟質）は、印刷プロセス中の圧力ピークの存在を有意な方法で決定し、印刷品質
に影響を及ぼす。接着材料は、例えば、天然ゴム、ポリアクリル、ブロック共重合体およ
び／またはアクリルをベースに構成することができる。それにより、接着材料は、良好か
つ確実な接着のために役立ち、接着材料は、ＰＥＴ上の接着に適し、必要に応じて除去可
能であるように構成することができる。さらに、接着材料、接着テープおよび／または弾
性層は、自己接着性、圧縮性および／または永久接着性とすることが可能である。弾性層
の表面は、発泡体材料を安定化させるために、例えば収縮がなく、必要に応じて硬化され
た硬質層を含む。
【００１７】
　弾性層を取り付けるために第１の接着層が、および／またはキャリア層を取り付けるた
めに第２の接着層が、設けられ、特に第１および第２の接着剤が両面粘着テープで構成さ
れていることが、本発明の範囲内のさらなる利点であり得る。例えば、第１の接着層およ
び／または第２の接着層のみが設けられ、接着層は異なる特性（例えば、異なる厚さおよ
び／または異なる材料）で構成され得るものとすることが可能である。さらに、接着層は
、弾性層および接着層に関して先に説明した特徴および詳細を含むことができる。これに
より、基体上の弾性層および／またはキャリア層の確実な固定が可能になるという利点が
得られる。
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【００１８】
　好ましくは、本発明の範囲内で、基体は、特に印刷機械を用いて、データ送信のための
通信ユニットを備えた情報デバイスを備えることが、意図され得る。それによってデータ
送信のために、特に無線接続が、例えば、印刷機械および／または印刷型機械と共に機能
することができる。これにより、非接触データ送信が可能となり、データ、特に印刷画像
は、識別コードおよび／または方法パラメータを含むものとすることができる。したがっ
て、方法パラメータは、例えば、最大接触圧力、基体および／または印刷型の特性、およ
び／または他のパラメータなどの、印刷プロセスのための方法パラメータである。例えば
、キャリア層が印刷画像構造を完全に含まず、部分的に空いているとすることが可能であ
る。キャリア層上の印刷画像構造の残りの空き領域または位置は、例えばパラメータとし
て保存することができ、印刷機械に提供することができる。記載された措置によって、基
体は自動化プロセスに確実に統合され得る。
【００１９】
　好ましくは、本発明に係る基体では、通信ユニットは、ＲＦＩＤ（Ｒａｄｉｏ　Ｆｒｅ
ｑｕｅｎｃｙ　Ｉｄｅｎｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ）、ＮＦＣ（Ｎｅａｒ　Ｆｉｅｌｄ　Ｃｏ
ｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ）および／またはＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）規格のような
通信規格に従った非接触データ転送に適するようにされ得る。それにより、例えば印刷機
械および／または印刷型機械への安全で信頼できるデータ送信が可能になる。したがって
、通信ユニットは、例えば、非接触エネルギー伝送のためのトランスポンダを備えること
ができ、通信ユニット（特に、唯一の）は、張力の生成または（電）磁界による誘導によ
って作動される。通信ユニットは、例えば、誘導アンテナまたは誘導コイルを備える。し
たがって、コイルは、エネルギーおよび／またはデータ転送の効率をさらに高めるために
、例えば、強磁性コアを含むものとすることができる。このようなコイルは、例えば、Ｎ
ＦＣおよび／またはＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）規格によるデータ転送のために、例
えば無線信号の転送に使用することができる。あるいは、通信ユニットをＨＦ（高周波数
）またはＬＦ（低周波数）インタフェースとして構成することが可能である。さらに、第
１の装置（例えば、印刷機械）との通信のための第１の通信ユニットと、第２のデバイス
（例えば印刷型機械）との通信のための第２の通信ユニットが、印刷本体として組み立て
られることが、意図され得る。それにより、通信ユニットは、異なる通信規格に従って作
動され得る。このようにして、異なる機械で安全かつ確実にデータを転送することが可能
になる。
【００２０】
　好ましくは、基体が不揮発性メモリユニットを含み、不揮発性メモリユニットが、特に
印刷機械における基体の個別識別のための識別コードを含むことが、本発明の範囲内にお
いて意図され得る。したがって、メモリユニットは、例えば、ハードディスク、フラッシ
ュメモリ、ＳＤメモリ（セキュアデジタルメモリカード）、ＳＳＤメモリ（ソリッドステ
ートドライブ）および／またはＥＰＲＯＭ（消去可能なプログラム可能読取り専用記憶装
置）のようなデータキャリアであることができる。このようにして、エネルギー供給から
独立した識別コードの永続的な保存が可能になる。さらに、メモリユニットは、例えば印
刷画像のようなさらなるデータおよび方法パラメータを含むものとすることができる。印
刷画像は、例えば、ＳＴＬ（Ｓｕｒｆａｃｅ　Ｔｅｓｓｅｌｌａｔｉｏｎ　Ｌａｎｇｕａ
ｇｅ）形式および／またはメモリユニットの別のＣＡＤ形式で保存することができる。同
様に、データは少なくとも部分的に暗号化することができる。これにより、形式を同様に
サポートする異なる印刷型機械との通信が可能になるという利点が達成される。
【００２１】
　本発明の範囲内において、基体が不揮発性メモリユニットを含み、不揮発性メモリユニ
ットが、印刷画像に関する情報を有する、特に製造方法の製造情報を有するデジタルデー
タを含むようにされるとき、さらに利点となる。したがって、製造情報は、基体の構造、
例えば弾性層および／またはキャリア層に用いる材料および／または対応する層の厚さに
関する情報とすることができる。このようにして、印刷プロセスの印刷型の製造プロセス
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の自動化をさらに加速することができる。
【００２２】
　さらに、弾性層の厚さが０．１ｍｍから２ｍｍ、特に０．５ｍｍから１ｍｍであり、お
よび／またはキャリア層の厚さが１００μｍから１０００μｍ、特に主に３００μｍであ
るとすることが可能である。同様に、基体が２５０ｍｍから１５００ｍｍの範囲を含むよ
うにされ得る。基体の記載された構成により、印刷プロセスのための好ましい特性、特に
圧力ピークの低減が達成される。さらに、基体の上述した実施形態は、印刷プロセス中の
回転に起因する基体または圧力シリンダの妨害振動周波数をフィルタリングするので、印
刷品質および寿命を改善することができる。それにより、最適な周波数フィルタリングを
達成するために、例えば厚さに関して説明された領域内の基体の層の厚さ、使用される印
刷機械、例えば印刷シリンダの特性（例えば、その範囲）を適合させることが可能である
。
【００２３】
　同様に、本発明の主題は、特にフレキソ印刷用の印刷画像構造の受け入れのための基体
製造方法であって、外側キャリア層を保持するための弾性層は、筒状部材に施与され、キ
ャリア層は、弾性層に施与され、キャリア層は、印刷画像構造を施与することができるよ
うに構成される、方法である。そのため、筒状部材は、例えば、スリーブであり、例えば
マンドレルに押し付けられるのに適し得る。したがって、本発明に係る方法は、本発明に
係る基体に関して詳細に記載されているのと同じ利点を有する。さらに、本発明に係る方
法は、本発明に係る基体の製造に役立ち得る。
【００２４】
　さらに、印刷シリンダは、本発明に係る基体を含む本発明の主題とすることができる。
本発明に係る印刷シリンダは、本発明に係る方法または本発明に係る基体に関して詳細に
記載されているのと同じ利点を有する。
【００２５】
　本発明のさらなる利点、特徴および詳細は、図面を参照して本発明の様々な実施形態を
詳細に説明する以下の説明から明らかになる。それにより、特許請求の範囲および明細書
に記載された特徴は、それぞれ単独で、または任意の組み合わせで本発明に必須であり得
る。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】第１の実施形態に係る本発明に係る基体の概略斜視図である。
【図２】第１の実施形態に係る本発明に係る基体の概略断面図である。
【図３】さらなる実施形態に係る本発明に係る基体のさらなる概略断面図である。
【図４】本発明に係る基体の情報デバイスの概略図である。
【図５】本発明に係る方法の方法ステップの視覚化の概略図である。
【図６】印刷画像構造が施与された、本発明に係る基体の概略図である。
【発明を実施するための形態】
【００２７】
　図１は、本発明に係る基体１０の概略斜視図である。全ての図において、表される基体
１０の層の厚さは、単に概略的に視覚化されているにすぎず、縮尺通りではない。さらに
、よりよく表すためだけに、種々の層が種々の長さで図１に示されている。しかしながら
、好ましくは全ての層は主に同じ長さを有し、これは特に筒状部材１０．１の長さに適合
する。したがって、弾性層１０．２は、例えば、筒状部材１０．１に直接的に施与される
。これにより、弾性層１０．２は、例えば、筒状部材１０．１上に接着テープによって施
与することができ、例えば、筒状部材１０．１の施与のために自己接着性として構成する
ことができる。弾性層１０．２が自己接着性として構成されている場合、これは、図示し
ない接着材料（接着材料を接着する）１０．４を含む。さらに、弾性層１０．２は、半径
方向に弾性層１０．２の外側にあり、および／または半径方向の最外層とすることができ
る外側キャリア層１０．３を含む。これにより、キャリア層１０．３は、印刷画像構造２
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０を、特に永久的におよび／または印刷プロセス中にキャリア層１０．３上に残るように
、キャリア層１０．３に施与できるように適している。印刷画像構造２０は、破線によっ
て、単に概略的に視覚化されているにすぎない。図示する基体１０は、例えば、内側に、
例えばポリマー（図示せず）からの可撓性層をさらに備えることができ、マンドレル４２
への押し込みが簡易化される。
【００２８】
　図２は、本発明に係る基体１０の概略断面図を示す。図１と同様に、筒状部材１０．１
、その上に適用された弾性層１０．２およびその上に施与されたキャリア層１０．３が示
されている。キャリア層１０．３の保持は、例えば、弾性層１０．２が図示しない接着材
料１０．４を含み、それによってそれ自体が、例えば、接着性である接着テープを両側に
構成するようにしてもたらされる。
【００２９】
　図３には、別の実施形態に係る第１の接着層１０．５ａおよび第２の接着層１０．５ｂ
が、示されている。例えば、第２の接着層１０．５ｂを有さずに第１の接着層１０．５ａ
のみ、または第１の接着層１０．５ａを有さずに第２の接着層１０．５ｂのみが意図され
るとすることもさらに可能である（図示せず）。さらに、代替的には、接着材料１０．４
は、第１の接着層１０．５ａおよび第２の接着層１０．５ｂの位置において、つまり筒状
部材１０．１と弾性層１０．２の間、および弾性層１０．２とキャリア層１０．３の間に
組み付けることができる。したがって、接着材料１０．４ならびに第１の接着層１０．５
ａおよび第２の接着層１０．５ｂは、基体１０の層の確実な配置および施与に役立つ。
【００３０】
　図４には、基体１０の筒状部材１０．１内の情報デバイス３０の配置が、概略的に示さ
れている。これにより、情報デバイス３０は、例えば印刷機械４０または印刷型機械５０
との非接触データ交換に影響を及ぼすために、例えばＲＦＩＤトランスポンダを含む通信
ユニット３０．１を備える。これにより、通信ユニット３０．１は、不揮発性メモリユニ
ット３０．２および評価ユニット３０．３と電気的（電子的）に接続することができる。
評価ユニット３０．３は、例えば、データ転送を制御し、受信データの信頼できるデータ
評価を可能にするマイクロプロセッサ、マイクロコントローラおよび／またはプロセッサ
として構成されることが好ましい。さらに、評価ユニット３０．３および／または情報デ
バイス３０は、例えば外部装置、特にコンピュータからのデータを不揮発性メモリユニッ
ト３０．２に（例えば、所望のＣＡＤ形式の印刷画像のように）転記することができるイ
ンタフェースを備えるものとすることが可能である。同様に、このようにして、例えば印
刷プロセスのためのさらなる方法パラメータを不揮発性メモリユニット３０．２に転記す
ることができ、例えば、印刷プロセス中に、印刷機械４０および／または印刷型機械５０
によって読み取ることができる。したがって、例えば印刷型機械５０が印刷画像構造２０
として基体１０に生成すべき印刷画像は、不揮発性メモリユニット３０．２に仕様として
保存することができ、通信ユニット３０．１から非接触で印刷型機械５０に転送すること
ができる。
【００３１】
　図５では、本発明に係る方法１００の概略的な方法ステップが視覚化される。第１の方
法ステップ１００．１において、筒状部材１０．４上に外側キャリア層１０．３を保持す
るための弾性層１０．２が施与される。さらなる方法ステップ１００．２において、キャ
リア層１０．３が弾性層１０．２に施与される。このようにして、本発明に係る基体１０
が製造され、キャリア層１０．３は、印刷画像構造２０が規定された持続時間の間または
永久的にキャリア層１０．３上に施与されたままであるように確実に施与されるように構
成される。
【００３２】
　図６には、本発明に係る基体１０の断面図が概略的に示されている。ここでは、印刷画
像構造２０は、既にキャリア層１０．３に施与されている。それにより、印刷機械４０に
おいて本発明に係る基体１０の使用が、印刷プロセス中に視覚化される。これにより、基
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体１０は、弾性層１０．２を有する筒状部材１０．１およびキャリア層１０．３を備えて
印刷機械４０のマンドレル４２に施与される。さらに、印刷機械４０の逆圧シリンダ４１
が示されており、ここでは印刷責任が発生する。逆圧シリンダ４１と印刷画像構造２０と
の間で、印刷画像が転写されるべき印刷材料が、案内され得る。
【００３３】
　実施形態のこれまでの説明は、本発明を実施例の範囲内でのみ説明するものである。当
然のことながら、本実施形態の個別の特徴は、技術的に意味がある限り、本発明の範囲を
逸脱することなく互いに自由に組み合わせることができる。
【符号の説明】
【００３４】
　１０　基体
　１０．１　筒状部材
　１０．２　弾性層
　１０．３　キャリア層
　１０．４　接着材料
　１０．５ａ　第１の接着層
　１０．５ｂ　第２の接着層
　２０　印刷画像構造
　３０　情報デバイス
　３０．１　通信ユニット
　３０．２　不揮発性メモリユニット
　３０．３　評価ユニット
　４０　印刷機械
　４１　逆圧シリンダ
　４２　マンドレル
　５０　印刷型機械
　１００　方法
　１００．１　第１の方法ステップ
　１００．２　第２の方法ステップ
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